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本研究では、液液界面の化学種を直接分光測定できる遠心液膜法を用い、パラジウム (ll )-5-Br-PADAP 錯体
(PdL) とジアジン異性体の液液界面における分子認識集合反応について検討を行った。 PdL と各ジアジンとの錯体
の集合体の吸収スペクトルは大きく異なり、さらに、集合体生成に伴い吸光係数が大きく減少した。また、 PdL と 1 ，























に変化し、かつ charged quinone 構造が消失することを見い出した。すなわち、集合錯体の生成が吸光係数の著し
い減少を伴うことから、この界面反応によってジアジン異性体の分子認識が可能であることを示した。このような特
異的な反応は、液液界面においてはじめて見い出されたものであり、今後の界面反応研究にとって極めて有用な知見
である o よって以上の成果は、博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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